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A 会場 (2階)

座長 夏目晴夫

分離・調製

一 (9時から)ー

1A 1. 合成無機質イオン交換体K関ナる研究(第5報)ー
リY酸スズイオy交換体によるウランと核分裂生成物の

分離 (20)(東北大金研〕後藤秀弘・鈴木進0井上泰

1A2. 合沸石ガラス質凝灰岩による放射性イオ yの交換吸

着 (15) (栗田工業総研)西土井陸o横関善三
1A3. 水酸化鉄型イオン交換樹脂K対ナる長寿命核種の挙
動 (20) (放医研)0渡利一失・小柳卓・伊沢正実

休憩 (20分)

一 (10時30分から)一

座長 伊沢正実
1A4. 核分裂生成物の放射化学分析(第1報)一陽イオy
交換によるU(P. xn. f)反応生成物の分族 (20) (原子
力研)0夏目晴夫・森岡清・竹内敏
1A5. ポリエテレy膜による放射性ノレテエウムの分離(20)
(名工試)甲田善生

一 (11時20分から〕一

座長 佐藤太一

1A6. 中性子照射したヨウ素ょ bアンチモ;/.テノレノレの分
離 (15分) (理研)稲荷四万里子

1A35.βージナト;/Vc:よる 95Zr_"Nbの溶媒抽出 (15)

(京大化研)重松恒信0田伏正之・松井正和

昼 食

ー (13時30分から〕一

座長 矢島聖使

1 A7. 陽子照射したウランよ bネプツニウムの分離定量
【15) (原子力研)梅沢弘一

i1A8. 塩化ポリピニノレのニトロベyゼY溶液vc:よる放射性

ノレテエウムの抽出分離 (20) (名大理・名工試)回中元

治G洪楚埠・甲回養生

一 (14時15分から)一

座長 重松恒信

1A9. DEHPAVc:よる硫酸溶液からのウラ yの抽出の際の

TBPの協同効果 (20) (東工試)佐藤太一

1AIO. Oyclohex:Yl-alkylamine vc:よる硫酸溶液からのワ

ラyの抽出 (20) (東工試) 0佐藤太一・菊地照二.j1!j"

崎誠

1 A11.水酸化鉄Kよる無担体力ドミウムー115の共沈 (15)

(原子力研)市)11富士失

休館 (20分)

ー (15時45分から)一

座長 石原健彦

1A12.鉄共沈法Kよる 32pと"8の分離 (20) (愛知泉工

指・名工試) 0伊藤正幸・甲田善生

1A13焦点クロマトグラフ法Kよる分離分析法 (14)-05 
の挙動 (20) (阪大工)0品)11陸明・大吉明・大吉
償美子・杉立裁縫

lA14.薄相クロマトグラフ法f亡よる放射性核種の迅速分離
Kついて (15) (放医研)河村正一

放射化学研究委員会

日 (9月26日木曜日)

座長 天野恕

B 会場 (1階〉

核反応.RI製造
一(9時から)ー

1B1. 数種の核種Vc::j;，'ける (n.2n)反応の断面積 (20)
(東北大理〉塩川孝信・八木議男0鍛冶東海

1B2. 14 MeV中性子Kよる 1400e(n. 2 n) 139mOe反
応断面積Kつhて (20) (甲南大理) 0目下譲・辻
治維・喜田紘之祐・和気惟

一 (9時50分から)ー

座長 音在清輝

1B3. テノレノレの速中性子照射Kよる短寿命核穫の分離と確
認 (20) (原子力研.R1研修所)0鈴木佳枝・村..l:M<

紀雄

1B4. ジノレコエワムの速中性子照射Kよる (n.p).(n.α) 
反応の核反応断面積の測定 (20) (原子力研.RI研修

所)0一国彬紗子・村上悠紀雄

休憩 (20分)

一 (11時から)ー

座長 斎藤一夫

1B5. 5900のP反応の励起函数の測定{複合核 60Niの

崩壊) (20) (東大核研・阪大理・ブL大工) 0古川l路明
久米三四郎・小JII貫山・松尾拓
1B6. カドミウムと陽子争よび重陽子との反応の励起関数

(20) (阪大理・柳本製作・京大理・名大工・原子力研)

0久米三四郎・三藤安佐枝・岡村日出夫・音在清輝・辻

野隆三・寒竹嘉彦・加藤敏郎・五藤博

1B7. 1488mのゆ.xn)反応の励起函数 (20) (原子力研)

0天野恕・物井澄子

昼 食

ー (13時30分から)一

座長百周太

1B8. 核子結合の本質と核反応 (20) (理論化学研〉小田

切糊恵
1B9. 二酸化テノレノレFーグツト Kよる I-131の製造(その
2)乾留装置左らびに乾留条件の基礎的検討 (20) (原

子力研)0正木典夫・畑健太郎・天野恕

1B10.テルノレ駿Fーグツト忙よる1-131の製造一中間生産

規摸V亡事、ける1-131の試験製造 (20) (原子力研〉口畑

健太郎・正木典夫・天野恕

休憩 (20分〕

一 (15時5分から)一

座長下島光

1 B 11. (n. r)反応Kよb製造する精製 R1中の不純物ー
マYガ;/.銅辛子よぴガリウムFーグツトの検討 (20)

(原子力研)中村治人0山林筒道・天野恕

1B12.陰イオY交換法による "8の製造 (20) (原子力研)

四方英二

1B13.高純度無担体放射性同位元素の調製〔第3報〕ー
U(P. xn. f)反応生成物ょ T112Pdの分離 (20) (原
子力研)夏目晴夫

17時からA会場で



座長 品川陸明

六n-

昂

A 会場 (2階〕

分離調製・測定

一(目時から)ー

2 

2A15 四ョワ化ワラ yの酸化K主るヨウ化ウラニノレの生成
(20) (原子力研〕矢島聖使・柴是行0半田宗男

211.16. 中止

2A17.金属ウランヰテよびその酸化物から拡散する核分裂ヨ

ワ素の化学形 (20) (原子力研)矢島翠使G柴是行・

半田宗男
2A18.黒鉛中の核分裂バリウムの拡散 (20) (原子力研)

0大道敏彦・柴是行・上田隆三

休憩 (20分)

ー (10時40分から)一

座長 木越邦彦

2A19.ベ一戸線吸収データ解析の一方法 (20) (阪大理・

大阪府立公衆衛研)音在清輝0林 智
2A20. 1370S定量I(;j;'ける 1320 Sのスパイクとしての利用

(15) (公衆衛生咳)0山県登・岩島清

2 A21. 7ーリエ変換による T線スベクト Jレの解析 (15)

(東芝中研)際井勲0井上多門・武藤治夫

座長 柴田長夫

昼

;JlIJ 

.... 
昆

定

一(J.3時30分から〕一

2A22町半導体放射線検出器の製作(続報) (20) (涼子力

事業) 0高木仁三郎・後藤征一郎

2A23. Film scintiII"tionI(よるトリチウム放射能の計

数 (20) (都立大理・日本無線医理研) 0村松三男・徳

永昇・佐々木恒孝

2A24. TRIGA-TI型原子炉の中性子束と T線の測定(15)

〔武蔵工大原研) 0丸山芳明・出縄和英

特別講演

日

1!Il長 岡好良

(9月2:7日金曜日〕

B 会場 (1階〕

アクチニド・希薄溶液・1鵡す線裁課

一(9時から)一

座長 藤永太一郎

2B14 プロトアクチニウムの吸着と電着について (20)

(金沢大理)0阪上正信・高木友土佐・前田 守

2B15.アメリ :/7ムの有機サク塩 (15) (原子力研)0小

野麗子・吾勝永子

2 B 16. Bk -249の抽出 (20) (東芝中研〕大井昇

休憩 (20分)

ー (10時30分から〕一

座長 中井敏夫

2B17極低濃度I(;j;'けるョワ素の化学的挙動(その 2) 

(20) (静大工〉大太昭八郎

2B18.極低濃度のアyテモン (III)イオyの水溶液中の溶

存状態 (20) (東大理)斎藤信房・馬淵久失o荘司準

一 (11時20分から)ー

座長 松浦二郎

2B19.放射性アンチモ yの化学的行動(その 6) (20) 

(毒事大股射研・静大教育) 0神原富向・河原崎正夫・菅

沼貞喜・鈴木除保・中山浩

2B20 第二セリワム硫酸溶液K和ける 1440e の自己放射

線効果Kついて (15) (東北大理)塩川孝信・八木益男

0泉類詩郎

昼 食

放射線効果

ー (13時30分から〕一

座長 神原富向

2B21.水溶液忙なける3"ps線の吸収エネルギーの測定
(15) (東大教養)松浦二郎0栗村芳突

2B22.放射性スキヤベYジャーを用いるメ :sYの放射線化

学 (20) (京大理・ Univ.of KanSaS) 0小山健夫・

F. Schm idt-Bleek・F.S.Rσwland

2B23 トリチウムガス接触法による血清7ノレプミ yのトリ

テワム化 (20) (東大薬)鶴藤丞・中川秀夫

15時から A会場で

1.宇宙核化学について

学習院大理学部教授 木経邦彦

座長 後藤秀弘

2 ラジオアイソトープの国産

日本原子力研究所理事 木村健二郎

自由討論 17時30:分からA会場で

主題 放射化学研究の将来計画



座長藤井勲

，..，... 
昂

A 会場 (2階)

放射化分析

ー (9時から〉ー

3 日

3A25.中性子自己遮蔽について (15) (原子力研)0亀本

;雄一郎・山岸滋

3A26. r Aベクトルの解析による非破壊迅速放射化分析法
(20) (原子力事業総研)0谷 1[彰・松島安義

一 (9時45分から)ー

座長 日下譲

3A27.再放射化分析法C研究ーマグネγウム・水銀の定量

(15) .(原子力研)亀本雄一郎0山岸滋

3A28. A カンジウムの放射化分析 (15) (教育大理)浜口

博・黒田六郎θ小沼直樹・渡辺俊

休憩 (20分)

一 (10時45分から)一

座長 山県登

3A29.微量トリウムの放射化分析Kつhて【15) (金沢大
理)0大沢真澄・徳永興公・阪上正信

3A30.貝殻中のトリウムの放射化分析 (20) (学習院大理)

0脇田宏・太感邦彦

3A31. 14 MeV中性子による金属中の酸素の放射化分析法

の研究 (20) (東芝中研)藤井勲0武藤治夫

昼 食
ー (13時30分から)一

座長浜口博

3A32.迅速放射化分析薩置とその応用(20Ff'(よるフッ素
の分析) (20) (原子力事業総研)0松島安義・谷彰

上原由男

3A33光核反応Kよるイ yジウムあるいはFリPムの中の
ガリウムの放射化分析 (20) 【東北大理〕岡 好良・加

藤豊明0佐々木三守夫

31¥.34 光核反応Kよるガリ Pムあるいはインジウムの中の
タリワムの放射化分析 (20) (東北大理)岡 好良・ 0

加藤豊明・佐々木三千夫

懇親会

(9月28日土曜日〕

B 会場 (1階〕

ホットアトム

ー(9時から)ー

座長 佐野博敏
3B24. 200Pbの電子捕獲K伴う 200Tlのホットアトム化学
(20) (東大核研・東大理)0斎藤一夫・古川l路明・富
田功

3B25.有機ノ、ログン化合物f'(j;>ける (r，n) 反応、の化学的
効果 (15) (東北大理〉塩)11孝信・佐藤敏郎0伊沢罰瞭
3B26. 3S01 (n， t) 358反応の化学的効果に影響する諸因子
Vてついて (20) (原子力研)0吉原賢二・海老原寛・

柴田長夫

休憩 (20分〉

ー(10時30:分から〉一

座長 村上悠紀雄

3B27.イオy交換樹脂系のホットアトム化学(第3報)主

としてヘキサアy ミy コバノレト (ill)錯塩形f'(j;>けるカ

ド~ !7ム比の影響 (20) (立教大原研)松浦辰男
3B28.イオy交換樹脂系のホットアトム化学(第4報)ト

リスオキザラトークロム錯塩形 (20) (立教大原研)松

浦辰男0泉水義大

3B29.コバルト (ill)γュウ酸錯塩のホットアトム化学な

よび放射線化学的研究 (20) (東大理・な茶の水大理〕

斎藤信房0佐野博敏・松原典子

昼 食
ー (13時30分から〉一

座長 松浦辰男
3B30.コバルト錯績のホットアトム化学(第U報) (20) 

(東大理)斎藤信房・富永健0伊藤静子

3B31.コパノレト錯塩f'(j;>ける反E兆現象 (20) (東大理〕斎
藤信房 0安川民男・佐野博敏

3B32. '"OU(叫 2η)62CU反応Kたける反跳効果ー銅7:}l
ロγアニ/'(20) (東大理)斎藤信房・富田功。菅野等

休憩 (20分)

ー (15時5分から)一

座長 塩川孝信

3B33.ニツタノレ銭技甚のホットアトム化学(第一報) (20) 

〔原子力研・京大理)柴田長夫・吉原賢二0藤氷太一郎・

寒竹嘉彦
3B34. 7:}lロVアエy銅のホットアトム効果(量緯lu
α，β型のサ マルアニーリング (20) (原子力研)0 
海老原寛・吉原賢二

16時 30分からA会場で

付記 理研シンポジウム 御案内 (多数御参加下さい〕

主題 加速器からえられる速い中性子の化学への応用

主催理化学研究所 ・ 東北大学理学部化学教室

日時 9月 29日(日) 1 3. 0 0 ~ 1 6. 0 0 

会場 仙台市片平丁東北大学理学部化学教室第一講義室


